














































































































































































































































lo,J 立； .＇ I院必念材I VOL. 19 
程度の発表であったが冒頭の
「語り部の会」
では延々
二時間を使っても終わらず、統会をすることになっ
たがこうした
「オ
l
－フル
・ヒストリー」を愛大の財産として確似する作業が今
急
がれている
。
引什山勝助の話
助を’日分の血肉と て社会に打って出ていくこと間違いない
。
